
 

 

 「飯田高校だより」は、開かれた学校づくりの一環として発行しています。今号では秋から年末までの様子

をお伝えします。 

 また、学校評価に関わる情報を、保護者の皆様にできるだけわかりやすくお伝えすることを目的に発行して

いる「飯田高校だより」ですが、今号は各分野の「中間発表」をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                           

                    

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋季クラスマッチ １０月７，８日 

第５１号 

令和２年１２月２５日 

長野県飯田高等学校 

学校評価委員会・教務係 

 

中学生体験入学 9月１９日 

 

 今年度は新型コロナウイルス感染症対策の一環として、

７月 23 日開催を９月に延期、45 分間の授業見学、全体を

２班に分けての全体会・理数科説明会を行いました。例年

とは大きく異なる形での開催となった中、４１６名もの中

学生が参加しました。 

 体験後のアンケートでは「授業は難しかったが面白

かった」「班活が楽しそうだった」といった記述が目

立ち、中学３年生にとって高校受験へのモチベーショ

ンになったと思います。説明会では在校生からの声を

多く発信することで、高校の様子に具体性を持たせる

ことができ好評を博しました。 

 学年全体でのクラスマッチ。今年度は新型コロナウイルス

の流行によって春季クラスマッチを始め、多くの行事が自粛

を余儀なくされました。そのため、10 月７，８日の秋季ク

ラスマッチはその鬱憤を晴らすかのようにどの競技も大いに

盛り上がりました。 

 感染症対策の制約や台風の影響による２日目の延期によ

り、競技時間の大幅変更などのアクシデントに見舞われはし

ましたが、大盛り上がりの中終えることができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果発表？ 

データが見当たらない・・・ 

各学年の１位の結果ありました！ 

１年：F 

２年：B 

３年：C 

 

 ３年生にとっては最後のクラスマッチでした。力

を出し切りクラスの絆を深めることで、大学受験へ

と切り替えることができたと思います。 

 また、休校からのスタートで「クラス」でまとま

るきっかけが非常に少なかった１年生にとっても、

授業とは違う友達の新たな一面の発見につながった

ことと思います。 

避難訓練 １０月１５日 

 地震。この日本で暮らしている以上避けては通れない災害で

す。時に甚大な被害をもたらすこの災害を想定し、避難訓練を行

いました。 

 まず、地震発生直後の避難行動として「シェイクアウト訓練」

を行いました。「ドロップ」「カバー」「ホールドオン」の３つ

のステップを確認しました。その後、全校生徒が校庭へ避難しま

した。「押さない」「走らない」「喋らない」が徹底され、迅速

な避難を行うことができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 飯田高等学校独立120周年記念講演会 １０月２０日 

演題 
「いつもチャレンジ精神で」 

講師 草野 仁 氏 （TV キャスター） 

 今年（２０２０年）は本校が独立して１２０年という節

目の年です。１９００年に旧制松本中学校から飯田高等学

校の前身の長野県飯田中学校が独立しました。 

 その記念に「いつもチャレンジ精神で」という演題でＴ

Ｖキャスターの草野仁さんにご講演いただきました。新型

コロナウイルス感染症対策により、１・２年生は教室でリ

モートにて講演に参加しましたが、コンスタントに挑戦し

続けてきた草野さんのその姿勢に、飯田高生は深く胸を打

たれていました。 

 第１回公開授業 １０月１６日 

 春の公開授業が新型コロナウイルスの流行により中

止され、この秋の公開授業が今年度初のものとなりま

した。 

今年度の特殊な状況下で飯田高校の様子がなかなか

見えない中、多くの保護者の皆様に飯田高生の普段の

取り組みを見ていただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探究活動の時間 

 今、教育現場では知識偏重の詰込み型学習ではな

く、生徒の主体的で対話的な、物事を「探究」してい

く学習が求められています。 

 飯田高校ではこうした変化にいち早く適応するた

め、「探究活動」として調査・研究・発表を行ってい

ます。その探究活動の成果を大学の先生や、大学院生

に見せることで様々な着眼点やアドバイスをいただ

き、非常に意義のあるものとなりました。 

 １２月１２日に飯田警察署で「２０２０南信州全力

投球プロジェクト～犯罪も事故もコロナもかっとば

せ！～」という年末の交通安全運動のオープニングイ

ベントが開かれました。このイベントで飯田高校の書

道班と吹奏楽班が「愛のパフォーマンス」を披露しま

した。 

 このイベントには一日署長とし

て県出身の元プロ野球選手、上田

佳範さんが就任。吹奏楽班の「愛

は勝つ」に合わせて書道班が上田

さんとともに大きな半紙に「愛」

の字を力強く書きました。 

  

  班活動の記録 吹奏楽班＆書道班コラボ １２月１２日 


